
Q1 あなたの性別と年齢をお教えください。

Q2 ご職業（もしよろしければ、会社名、職名も）をお教えください
＜一般（アンケート記載分）＞

仙台市役所市民局男女共同参画課／宮城県共同参画社会推進課

（独）国立女性教育会館事業課／多賀城市教育委員会生涯学習課

大阪府立大学　ダイバーシティ研究環境研究所

筑波大学　ダイバーシティ部門／茨城大学ダイバーシティ推進室

宇都宮大学男女共同参画推進室／産総研ダイバーシティ推進室

NPO法人　ファザーリングジャパン　東北事務局　／旭硝子

東京大学／宮城大学／東京電機大学

立命館大学／九州大学/青葉学院短期大学

一般市民

Q3 このシンポジウムのことをどこでお知りになりましたか。 ※複数回答あり

Q4 このシンポジウムに参加された動機は何ですか。

回答（一部抜粋）

上記シンポジウムに参加された方々に、今後のシンポジウム開催の参考とするため、内容等に関してアンケートを行っ
た。参加者157名のうち、85名の方から回答をいただいた。

仙台市において２９年度より男性相談室の開設を検討しており、その一助として／テーマに興味があった／
男性学　田中先生に関心があった／学生支援業務に携わる立場から学生が今後のキャリアを考えるうえ
で、考慮すべき点を学びたいと思った／男性に視点を置いた男女共同参画の議論に興味があった／情勢
を把握したい／安冨歩先生のご講演が予定されていたため／男性性に視点を当てたシンポジウムは貴重
／ダイバーシティで男性に着目した進歩がほとんどない中、貴重な機会／研究で両親学級を扱っており、男
性について知識を得たかった／他大学・企業の取組に興味があった／今後アカデミアに残る（かもしれな
い）ので、生活と仕事を両立していくうえで、参考にしたい／自分のキャリア形成やワークライフバランスで
模索中のため／学内外の状況をしりたかった

第13回東北大学男女共同参画シンポジウム アンケート集計結果
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Q5 開催時期について

「悪かった」とお答えの方、どのような時期がよいか：

Q6 会場について

「悪かった」とお答えの方のコメント

Q7 内容について
【澤柳記念賞受賞講演】 【男女共同参画の取組について】

【講演１】 【講演２】

【講演３】 【パネルディスカッション】

【全体として】

片平さくらホール等アクセスのよいところ／駅が近いところ
／構内道案内がほしかった／片平さくらホールか青葉山
サイエンスホール

最も教職員の多忙な時期では？／子どもを保育所で預
かってもらえるため、土曜日がよかった／上半期の方がよ
い／11月頃／年末（１１．１２月）とにかく年度末卒論修論
提出シーズンを避けてください。／年度末は忙しい／平日
が望ましい
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